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【手続補正書】
【提出日】令和2年9月29日(2020.9.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スチコダクチラ・ヘリアンサス毒素ＳｈＫのアナログであって、ＳｈＫ毒素ポリペプチ
ドと、
ＳＥＷＳＳ（配列番号９）からなるＮ末端伸長とを含む、前記アナログ。
【請求項２】
　スチコダクチラ・ヘリアンサス毒素ＳｈＫのアナログであって、ＳｈＫ毒素ポリペプチ
ドと、ＥＷＳＳ（配列番号２）、ＥＷＳＴ（配列番号６）、ＥＷＴＴ（配列番号７）及び
ＥＷＴＳ（配列番号８）からなる群から選択されるＮ末端伸長とを含む、前記アナログ。
【請求項３】
　ＳｈＫ毒素ポリペプチドが、ＲＳＣＩＤＴＩＰＫＳＲＣＴＡＦＱＣＫＨＳＭＫＹＲＬＳ
ＦＣＲＫＴＣＧＴＣ（配列番号４）に対応するアミノ酸配列を含む、請求項１又は２に記
載のアナログ。
【請求項４】
　ＳｈＫ毒素ポリペプチドが、Ｍｅｔ２１の置換を含むバリアントアミノ酸配列を含む、
請求項１又は２に記載のアナログ。
【請求項５】
　Ｃｙｓ３～Ｃｙｓ３５、Ｃｙｓ１２～Ｃｙｓ２８及びＣｙｓ１７～Ｃｙｓ３２の間にジ
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スルフィド架橋を有するポリペプチドである、請求項１～４のいずれかに記載のアナログ
。
【請求項６】
　細胞透過性ペプチドをさらに含む、請求項１～５のいずれかに記載のアナログ。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかに記載のアナログを含む、自己免疫疾患の治療剤。
【請求項８】
　治療される自己免疫疾患が、ＴＥＭ細胞によって媒介される自己免疫疾患である、請求
項７に記載の治療剤。
【請求項９】
　請求項１～６のいずれかに記載のアナログを含む、がんの治療剤。
【請求項１０】
　がんが固形腫瘍、白血病又はリンパ腫である、請求項９に記載の治療剤。
【請求項１１】
　請求項１～６のいずれかに記載のアナログをコードするヌクレオチド配列を含むポリヌ
クレオチド分子。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のポリヌクレオチド分子を含むクローニング又は発現ベクター。
【請求項１３】
　請求項１１に記載のポリヌクレオチド分子又は請求項１２に記載のクローニング若しく
は発現ベクターを含む宿主細胞であって、培養中に請求項１～６のいずれかに記載のアナ
ログを発現することができる、前記宿主細胞。
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